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重要性を強調 し.本法Lr)詳細を報告する.

A115)CT､腰椎穿刺にて ')モ膜下出血 を捉 え

られず,症駄性脳血管轡綿 を来 した破裂
前交通動脈噛
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クモ膜下出血 (SAH)の診断が CT,腰椎穿刺にて

確定されず.開頭術により初めて確定診断し得た症例を

報告する.

【症例】26歳,男性.突然の頭痛にて発症 し,同日近

医で (T 施行するも'/モ膜下出血を認めず.2週間後

に軽度(7)意識障害 (JCS-2),軽度の左下肢脱力を呈 し

当院入院.CT で脳梁.右帯状回Eこ梗塞を認めた.鼠血

管造影では前交通動脈癖と右 C1.Ml,Alに高度の狭

窄を認めた.若年者でもあり解離性または炎症性病変を

疑い腰椎穿刺を施行したが,陽性所見は得J･･'わなかった.

入院5日後,再度の脳血管遺草須こて狭窄血管の拡張を認

めたため,脳動脈療クリップソダ術を行った.術中所見

では髄液はキサントクロミーであり,脳表. I)モ膜下際.

動脈癖近傍にヘモジデリンの沈着を認札 SAH 後の脳

血管撃縞と診断 した.

A-16)Bemsheetswrapping 後 に 親 動脈の進
行性狭窄を呈 した脳 動 脈 癌 の 1 例

昭

秀

悟

邦

義

原笠
嶺
原

小
長
藤

●
●
●

敬
之
二

t

博
啓

巻

上
内
州

槻

井
木
甲

大

(

広 南 病 院

脳 神 経 外 科

儲 欝 宗 家 舞 )

薄井 和束 桟 木 高志 (
東 北 大 学
脳神経外科

今回我々は脳動脈癌に対する Bemsheetswrapping

後.親動脈の進行性狭窄を来した1例を経験 したので,

その脳循環上の経時的変化を含め報告する.症例は37才

女性.破裂右内頚動脈後交通動脈癖に対し発症6日目に

neckclippingを施行 した.この際,併存した右内頚動

脈 Cl背側部の小動脈癖に対し tkmsheets+fibringlue

で wrappingした.術後14日目の脳血管撮影で右内頚

動脈 Cl部の狭窄が認められ さらに1回..;月の follow

upの脳血管撮影で狭窄は Al部と Ml部へ進行 した.

経過中神経学的脱落症状は出現 しなかったが,脳血管撮

賛三上狭窄の程度が進行し,SPE(T 上ns(l血管拡張能の低

下が認めらかたため.初発かZT)6ケ月後iこ浅側頭動脈中

大脳動脈吻合術を施行した.術後の脳血管撮影では Ml

部の狭窄はさL.'に進行していたが,べ(′ミス部か11L-M2

まで潜流さIトもようにな･'),SPECT 上t')脳血管拡張能

の改善を認めた.

A-17)脳動脈癖術後患者の急性硬膜下血腫
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脳動脈療術後患者が退院後-定期間の後をこ,急性硬膜

下血腫を呈 Lた3症例を経験 したLl)で報告する.術著と

しては以前に施行 した脳動脈噂 'JF)tlJブLT)slipoffに

よる発症-の関与がもっとも危供されるところである.

特徴としては り13例全てが.受診時の CT において

典型的な急性硬膜下血腫とは異な･'･),そLT)病因の判断に

苦慮するものであった.ほ)外傷機転の明らかなものは

1例のふであ一つた.(3)高齢者が多く予後は楽観できな

し､-等である.1二UFに簡単に summarizeした.

L症例 1175鼠 女.Rt.ICPC-ANClipped.脱落症

状なく退院.退院か｢)23日後に DOA の状態で搬入さ

か CT で急性硬膜下血腫を認めた.同日死亡.外傷の

有無は不明 (家族は否定).Angio,autopsy行われず

原因不明.

卜症例2]65嵐 女,2(昨 前に Rt.MC-ANclipTXed,

今回は転倒 して頭部打撲.受傷かCrlR後iこ受診.CT

にて硬膜下血腫と clip周囲の円形血腫を認めた.Angio

にて clippillgは良好.緊急手術によ(1血腫除去するも

意識障害高度.

[症例3]80鼠 女.10年前に Rt.MCIANclipped.

今回は異常行動で搬入.CTで硬睦下血腫と皮質下出血

を認めた.外傷の有無は不明 (家族は否定).Angioに

て elipは良好.全身状態不良.

A-18)アポ トーーシス発現による神経曙腫悪性
度の検討
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(目的)神経謬膝における組織形態学的悪性度は.臨

床的悪性度と必ずしも一致 しない.今回,アポ トーシス

発現と臨床的悪性度との相関を検討 した.(方法)神経




